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ビブリオ菌は境界から影響を受けている

rigid ∞

∞free

U　　>U
U　　>U

実験 数値解析

rigid ∞U　　>U

自由表面近傍での境界要素解析

固体表面近傍と自由表面近傍の比較

解析方法
基礎方程式

境界積分方程式

τ

( ) 0=⋅∇ xu
( ) )(12 xxu p∇=∇

μ

∫∫ Γ+Γ−= ∗∗ )()(),()()(),()()( XXXxXXXxxx dtvduuC jijjijjij

境界条件

=)(xu

== )(,0)( xxu p 一定

細菌表面全体に働く力=0

細菌表面全体に働く力のモーメント=0
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※rigid：固体表面、free：自由表面

速度 ピッチ角速度 ヨー角速度
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結論 固体表面近傍

(θ<0)
自由表面近傍

速度 大 (θ>0)大

曲率 負
（時計回り）
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自由表面近傍の解析結果

まとめると
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